
















１．学校現場における ESD 推進にあたっての課題 





























































Ⅰ 多様性   Ⅱ 相互性 
Ⅲ 有限性   Ⅳ 公平性 


































































































































































資料１ ＥＳＤで「思考力・判断力・表現力」を培う 「１時間の授業課程モデル」 
愛知県岡崎市立男川小学校  
授業課程 子供の学習活動 教 師 の 支 援 


























































































資料２ 第３学年３組 ＥＳＤカレンダー 
 
資料３ 第３学年３組  算数科・総合的な学習の時間・社会科  重点単元指導計画 
 













































































単元名「わたしたちのまち みんなのまち」（26 時間） 





































































































資料 4 「男川ドリームランド」のレポート 
 













































資料 6 「関わり合い」の授業記録 
C1 私は、○○さんのやり方で、男川小の正門か
らケヤキの木までは、1 分 30 秒ですよね。（他
児童：はい）ケヤキの木からイマジンまでは、
1 分 12 秒ですよね。（他児童：はい）イマジン
からピアゴの門までは、1 分 48 秒ですよね。
（全：はい）だから、（指で示しながら）この
1 分 30 秒と 1 分 12 秒と 1 分 48 秒をたして、4









なんで、1 分 12 秒なの。 
（レポートを指しながら）ここに正方形だと
書いてあるので、花畑は正方形なので、ここ

















 本校は、全学級で ESD の視点に立つ教科学習を
展開している。子供たちの変容を、全校児童を対象
とした学習アンケート注7)により調査している。 
 資料 7 は、平成 26 年度 1 学期、2 学期、3 学期、
平成 27 年度 1 学期の 4 回、12 項目について調査し
た結果である。 
 平成 26 年度 1 学期（児童数 600 名）と平成 27 年
度 1 学期（児童数 607 名）を比較すると、次のこと
が分かる。 
① ◎が増えた項目 → 7～9 以外のすべて 
② ◎と○の合計が増えた項目 → 1～12 のすべて 
③ △と×の合計が減った項目 → 1～12 のすべて 
④ ×が減った項目 → 9 以外のすべて 
 ①～④のすべてに該当する項目は、1～6、及び 10 
招待論文 
－8－ 
資料 7 学習アンケート結果グラフ 
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